様式第５号（第８条関係）

三沢市長　　殿

誓約書兼同意書

私は、令和７年度三沢市住宅取得支援事業助成金の申請にあたり、以下の事項について誓約又は同意します。（下記内容を確認し、□に✓を入れてください。）

記

□　助成金の対象となる住宅に継続して５年以上居住します。
□　過去に三沢市住宅取得支援事業助成金の交付を受けたことがありません。
□　国、県、市等から受けた移転補償、損害賠償等により取得した住宅及び土地では
　ありません。
□　居住者全員が納期の到来した市区町村税その他納付すべき公共料金を滞納して
　おりません。
□　居住者には三沢市暴力団排除条例第２条第２号に規定する暴力団員に該当する
　者はおりません。
□　市長が行う調査等に協力します。
□　令和８年４月１日から５年間の居住状況を市長が住民基本台帳により確認する
　ことについて、居住者全員から同意を得ております。
　□　納期の到来した市税その他納付すべき公共料金の納付状況を市長が公簿等により確認することについて、居住者全員から同意を得ております。
　□　令和７年度三沢市住宅取得支援事業助成金交付要綱第１２条各号のいずれかに該当し、市長に助成金の返還を命じられた場合は、助成金の全部又は一部を返還します。
※転入加算に該当する場合のみ
　□　転入した年度の前年度又は前々年度に三沢市から転出していないことを市長が住民基本台帳により確認することについて、同意します。

令和　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　申請者自署　住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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